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運用報告書（全体版） 
第155期（決算日 2026年２月10日）第157期（決算日 2026年４月10日）第159期（決算日 2026年６月10日）

第156期（決算日 2026年３月10日）第158期（決算日 2026年５月11日）第160期（決算日 2026年７月10日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）毎月分配型」は、2026年７月10日に第160期の決算を行ないま
したので、第155期から第160期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 2013年３月25日から2028年１月11日までです。 

運 用 方 針 

主として、日本を含む世界の高格付ソブリン債券に投資を行なう投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益

証券（振替投資信託受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、また

はすべてに投資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」受益証券 

「高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 
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高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）毎月分配型＜愛称 ｢７３(しちさん)｣＞ 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
131期(2024年２月13日) 7,295 15 △0.6 66.6 － 29.8 1,940 

132期(2024年３月11日) 7,358 15 1.1 66.3 － 29.3 1,938 

133期(2024年４月10日) 7,310 15 △0.4 68.0 － 29.8 1,915 

134期(2024年５月10日) 7,268 15 △0.4 67.8 － 29.9 1,896 

135期(2024年６月10日) 7,282 15 0.4 65.8 － 29.7 1,884 

136期(2024年７月10日) 7,350 15 1.1 67.1 － 30.0 1,884 

137期(2024年８月13日) 7,289 15 △0.6 65.9 － 29.9 1,853 

138期(2024年９月10日) 7,297 15 0.3 63.2 － 29.5 1,854 

139期(2024年10月10日) 7,242 15 △0.5 66.3 － 29.6 1,823 

140期(2024年11月11日) 7,145 15 △1.1 67.0 － 29.7 1,792 

141期(2024年12月10日) 7,216 15 1.2 65.4 － 29.5 1,791 

142期(2025年１月10日) 6,997 15 △2.8 65.2 － 29.7 1,731 

143期(2025年２月10日) 7,028 15 0.7 64.3 － 29.2 1,731 

144期(2025年３月10日) 6,898 15 △1.6 66.5 － 29.7 1,682 

145期(2025年４月10日) 6,884 15 0.0 67.9 － 28.6 1,014 

146期(2025年５月12日) 6,989 15 1.7 67.4 － 29.6 1,024 

147期(2025年６月10日) 6,981 15 0.1 64.7 － 29.8 1,018 

148期(2025年７月10日) 6,985 15 0.3 66.5 － 29.8 1,002 

149期(2025年８月12日) 7,029 15 0.8 67.4 － 29.9 995 

150期(2025年９月10日) 7,018 15 0.1 65.6 － 29.6 973 

151期(2025年10月10日) 7,034 15 0.4 66.4 － 30.2 956 

152期(2025年11月10日) 7,070 15 0.7 64.4 － 29.5 944 

153期(2025年12月10日) 7,029 15 △0.4 64.1 － 29.9 921 

154期(2026年１月13日) 7,111 15 1.4 66.6 － 29.5 931 

155期(2026年２月10日) 7,111 15 0.2 64.8 － 30.2 911 
156期(2026年３月10日) 7,052 15 △0.6 64.8 － 29.7 883 

157期(2026年４月10日) 7,017 15 △0.3 62.1 － 29.9 875 

158期(2026年５月11日) 7,008 15 0.1 64.3 － 29.4 864 

159期(2026年６月10日) 7,012 15 0.3 63.7 － 29.4 861 

160期(2026年７月10日) 7,013 15 0.2 64.1 － 29.6 858 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第155期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2026年１月13日 7,111 － 66.6 29.5 

１月末 7,090 △0.3 66.3 30.1 

(期  末)     

2026年２月10日 7,126 0.2 64.8 30.2 

第156期 

(期  首)     

2026年２月10日 7,111 － 64.8 30.2 

２月末 7,196 1.2 63.8 29.9 

(期  末)     

2026年３月10日 7,067 △0.6 64.8 29.7 

第157期 

(期  首)     

2026年３月10日 7,052 － 64.8 29.7 

３月末 6,937 △1.6 64.5 29.8 

(期  末)     

2026年４月10日 7,032 △0.3 62.1 29.9 

第158期 

(期  首)     

2026年４月10日 7,017 － 62.1 29.9 

４月末 7,000 △0.2 66.4 30.0 

(期  末)     

2026年５月11日 7,023 0.1 64.3 29.4 

第159期 

(期  首)     

2026年５月11日 7,008 － 64.3 29.4 

５月末 7,063 0.8 65.1 29.7 

(期  末)     

2026年６月10日 7,027 0.3 63.7 29.4 

第160期 

(期  首)     

2026年６月10日 7,012 － 63.7 29.4 

６月末 7,096 1.2 63.9 29.4 

(期  末)     

2026年７月10日 7,028 0.2 64.1 29.6 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
                

 

  



品 名：90002_641952_160_03_高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）毎月分配型_1113140.docx 

日 時：2026/8/19 18:21:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）毎月分配型＜愛称 ｢７３(しちさん)｣＞ 

○運用経過 (2026年１月14日～2026年７月10日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2026年１月13日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、日本を含む世界の高格付ソブリン債券を主要投資対象とする投資信託証券に投資

を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なっております。また、原則として、純

資産の70％程度に対して対円で為替ヘッジを行ない、為替変動リスクの低減をめざしております。当作成期間

中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・投資対象である２つの投資信託証券それぞれにおいて、投資している債券からインカム収入を得たこと。 

・投資対象である「高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）」において、オーストラリア

ドルやノルウェークローネを中心としてポートフォリオの通貨が対円で上昇したこと。 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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＜値下がり要因＞ 

・投資対象である「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」において、投資対象国の国債利回りが総じて上昇

（債券価格は下落）したこと。 

・投資対象である「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」において、為替ヘッジに伴なう費用を支払ったこと。 

・投資対象である「高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）」において、イギリス国債、

ニュージーランド国債、オーストラリア国債などの債券利回りが上昇したこと。 

 

 

（「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」投資対象国の債券市況） 

当ファンドが投資対象国とした債券市場では、10年国債利回りは期間の初めと比べて総じて上昇しました。 

イングランド銀行（ＢＯＥ）による英国の経済成長率見通しの下方修正などを背景に、ＢＯＥの早期利下げ

が意識されたことや、原油価格が一時下落し過度なインフレ懸念が後退する局面があったことなどが利回り

の低下（債券価格は上昇）要因となったものの、米国とイスラエルによるイラン攻撃を機に、エネルギー輸送

の要衝であるホルムズ海峡が封鎖され原油価格が上昇するなか、封鎖が長期化するとの見方から原油高によ

るインフレ圧力への警戒が広がったことや、米国連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）の声明文を受けて米国連邦

準備制度理事会（ＦＲＢ）による追加利下げ期待が後退したこと、英国の統一地方選挙における与党大敗によ

り、政権の不安定化や財政規律の緩みが懸念されたこと、インフレ懸念の高まりを背景に欧州中央銀行（ＥＣＢ）

が利上げを決定したことなどから、利回りは総じて上昇しました。 

 

（「高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）」投資対象国の債券市況） 

2026年の前半は、地政学的な動向が市場の主なドライバーとなりました。イランを巡る緊張の高まりによ

り、当初は原油価格が急騰し、安全資産需要が意識される場面があった一方、金を含む一部資産も売られるな

ど、市場の反応は一様ではありませんでした。経済活動は概ね堅調さを維持していたものの、投資家のあいだ

では見込まれるエネルギー価格の上昇や供給途絶がインフレにもたらす影響への懸念が強まりました。市場

では、堅調な経済指標が下支えとなる場面があった一方、地政学的リスクへの警戒も続きました。 

３月に入り米国・イランを巡る軍事的緊張が高まったことで、市場環境は著しく悪化しました。原油価格は

一時100アメリカドルを上回る場面があり、世界的にインフレ見通しや金利見通しが見直されました。株式市

場は下落し、国債利回りは上昇して、投資家のあいだではさらなる金融緩和の可能性が急速に見直されまし

た。市場のテーマは、堅調な経済成長やインフレの鈍化から、次第にスタグフレーションリスク（景気減速と

インフレが同時進行するリスク）、供給ショック、金融環境の引き締めへとシフトしました。 

４月から５月にかけて市場は幾分安定したものの、不確実性の高い状況が続きました。エネルギー価格はボ

ラティリティ（変動性）の高い状態が続き、各国中央銀行は慎重なスタンスを維持して、投資家のあいだでは

政策金利がより長期にわたり引き締め的な水準にとどまる可能性が意識されました。こうしたなかでも、堅調

な企業業績やＡＩ（人工知能）関連投資への継続的なブームに支えられ、株式市場は底堅く推移する場面があ

りました。市場のけん引役の集中化が次第に進み、特に米国やアジアの一部では、テクノロジーおよび半導体

関連セクターが上昇を牽引する一方で、市場全体への波及は限定的となりました。 

６月は、市場にとって再び重要な転換点となりました。月を通じて注目を集めたのは、ケビン・ウォーシュ

議長のもとで初めて開かれたＦＲＢの会合に加えて、軍事的緊張が再燃していたイラン情勢において、米国と

イランが暫定的な停戦合意へと進展を見せたことでした。米国では政策金利が維持されたものの、同会合では

よりタカ派（景気に対して強気）的な政策スタンスが改めて示されるとともに、今後の金利見通しを巡る政策

投資環境 
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当局者間の意見の相違も浮き彫りとなりました。金融市場は月を通じて大きく変動し、リスク資産は当初は地

政学的リスクへの懸念や原油価格の高騰を受けて下落圧力に晒されましたが、その後は緊張緩和とエネルギー

市場の安定化期待を受けて持ち直しました。７月中旬時点では、米国・イラン情勢や米インフレ指標、ＦＲＢ

関係者の発言を見極める展開となりました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」受益証券を70％程度、「高金利先進国ソブリン債券

ファンド（適格機関投資家向け）」受益証券を30％程度組み入れることで、実質的に純資産総額の70％程度に対

して対円で為替ヘッジを行ないつつ、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないました。 

 

（ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド） 

投資対象国は、為替ヘッジ後の金利水準、市場の流動性、財政赤字の状況などを考慮して決定しました。 

期間の初めより、オーストラリア、ベルギー、イギリス、ニュージーランド、フィンランドの５ヵ国へ投資

を行ないました。2026年５月にはベルギーを非保有とし、新たにアイルランドを組み入れました。また、６月

にはイギリスを除外し、新たにスウェーデンを組み入れました。期間末にかけては、オーストラリアを全て売

当ファンドのポートフォリオ 
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却し、カナダの組み入れを開始しました。各国の投資比率は、2026年からはニュージーランドの投資比率を高

めに維持しました。また、2026年４月にかけてフィンランドの投資比率を引き上げました。 

全体のデュレーション（金利感応度）については、市場環境に応じて機動的に変更しました。 

また、運用方針に従って、すべての外貨建資産について為替ヘッジを行ないました。 

 

（高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）） 

ＦＲＢ、ＥＣＢ、日銀などの主要中央銀行の金融政策運営は、世界の債券利回りや当ファンドの投資対象通

貨の動向に影響を与える可能性があることから、その動向を注視しました。 

期間中は、ニュージーランドドル建て債券へのエクスポージャーを縮小する一方、オーストラリアドル建て

債券については、相対的な金利水準や為替環境を踏まえ配分を拡大しました。この調整は、オーストラリアの

金利市場のパフォーマンスが相対的に低迷していることや、オーストラリアドル建て資産のデュレーション

におけるリスク・リターンプロファイルの魅力を反映したものであり、ポートフォリオ全体のリスクを大幅に

変化させることなく、ポジションの再調整を行なうことができました。 

2026年６月から７月中旬にかけては、主に中東における地政学的緊張や主要中央銀行の政策見通しを背景

に、市場のボラティリティが高まる場面がありました。この局面において、ポートフォリオ内の複数の通貨が

圧力を受けましたが、その後は短期的な緊張緩和への期待から原油価格が反落したことで、こうした圧力は一

部で緩和しました。停戦を持続可能な和平合意へとつなげるという課題は依然として容易ではありませんが、

原油価格が直近の高値から大幅に下落したこと、また、短期金利市場が織り込むほど大幅な金融緩和が直ちに

実施される可能性は高くないとみる一方、原油価格の反落によりインフレ上振れ懸念が一部和らいだことを

踏まえ、ポートフォリオ内のデュレーションを慎重に長期化しました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 
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分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第155期 第156期 第157期 第158期 第159期 第160期 

2026年１月14日～ 
2026年２月10日 

2026年２月11日～ 
2026年３月10日 

2026年３月11日～ 
2026年４月10日 

2026年４月11日～ 
2026年５月11日 

2026年５月12日～ 
2026年６月10日 

2026年６月11日～ 
2026年７月10日 

当期分配金 15  15  15  15  15  15  

(対基準価額比率) 0.210％ 0.212％ 0.213％ 0.214％ 0.213％ 0.213％ 

 当期の収益 15  14  15  15  15  14  

 当期の収益以外 －  0  －  －  －  0  

翌期繰越分配対象額 673  672  673  674  675  674   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、「ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド」受益証券を70％程度、「高金利先進国ソブリン債券ファ

ンド（適格機関投資家向け）」受益証券を30％程度組み入れ、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざし

て運用を行なう方針です。 

 

（ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド） 

引き続き、現在投資を行なっているカナダ、ニュージーランド、アイルランド、フィンランド、スウェーデ

ンの５ヵ国への投資を継続することを検討します。 

ポートフォリオ全体のデュレーションは現状程度に維持することを検討しますが、市場環境を考慮して機

動的に変更する方針です。外貨建資産については為替ヘッジを行なうことにより、安定した収益の確保および

信託財産の着実な成長をめざします。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け）） 

米国経済は、大方の予想を上回るペースで2026年の第２四半期を迎えました。堅調な企業投資や底堅い消費

支出に支えられ、４月から初夏にかけて経済活動指標は改善し、2026年初頭にやや軟調となっていた労働市場

は、概ね安定的に推移しました。とはいえ、５月の雇用統計は堅調だったものの、雇用の動向にはばらつきが

見られ、賃金上昇率も大幅には加速していないことから、経済は再加速しているのではなく、景気サイクル後

期の拡大局面に入っているという見方が強まりました。 

６月に米国とイランの間で暫定的な和平合意が成立し、地政学的な緊張が和らぐと市場にとって大きな安

心材料となりました。緊張が再燃するリスクは依然として高い状況にあるものの、ホルムズ海峡の航行は徐々

分配金 
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に正常化し、世界的なエネルギー供給の混乱に対する懸念が和らぎました。こうしたなか、原油価格は６月初

旬の１バレルあたり90～100アメリカドル超という高水準から同70アメリカドル前後へと急落し、消費者への

負担が軽減されるとともに、当面のインフレリスクも低下しました。 

しかし、外部環境には依然として先行き不透明感があります。貿易を巡る緊張はくすぶり続けており、欧州

に追加関税が課される脅威や、米国・メキシコ・カナダ協定（ＵＳＭＣＡ）の見直しを巡る不透明感が継続し

ています。足元で地政学的リスクが緩和されたにもかかわらず、こうした動向を受けて企業の事業計画や投資

判断は引き続き慎重なものとなっています。 

ケビン・ウォーシュ新ＦＲＢ議長の下で初の政策決定となる６月の会合で、ＦＲＢは金融政策を維持しまし

た。政策当局者は、金融政策は経済指標次第であるとのアプローチを維持したものの、全体的なトーンは年初

時点に比べて顕著にタカ派的なものとなりました。直近のガイダンスからは、インフレが予想以上に持続的な

ものとなる場合は、金融政策をさらに引き締める意向が強まっていることが示唆されました。この変化を受け

て、市場では早期利下げ期待が後退し、年内の利上げ可能性も意識されました。 

英国では、マクロ経済を見通す上で、政治のもたらす影響が一段と強まっています。スターマー首相は、党

内で高まる圧力を受けて労働党の党首を辞任することを表明しました。こうした圧力の背景には、党指導部お

よび国防支出計画を公然と批判し、先に辞任したジョン・ヒーリー国防相の存在もあります。メイカーフィー

ルド選挙区の下院補欠選挙での勝利を受け、アンディ・バーナム氏が後任の最有力候補として浮上しており、

党首選挙の進展次第で、2026年７月中旬から９月上旬にかけて後任が決まる可能性があります。 

バーナム氏は解散総選挙の可能性を否定し、財政権限のさらなる地方移譲を提唱していますが、提案の具体

的な内容は依然として限定的であり、国家安全保障分野での同氏の評判はまだあまり明らかにはなっていま

せん。 

防衛政策に関して、スターマー首相は国防費を国内総生産（ＧＤＰ）比2.7％に引き上げることをめざして、

150億ポンドの資金パッケージを提案しましたが、この水準は北大西洋条約機構（ＮＡＴＯ）で合意されたよ

り高い支出目標にはなお届いておらず、推定で約50億ポンドの財源不足が見込まれます。一方、経済指標の結

果は強弱入り混じっており、2026年第１四半期のＧＤＰ成長率は前期比0.6％増となりましたが、６月の購買

担当者景気指数（ＰＭＩ）は経済活動の縮小を示唆する内容となりました。５月の消費者物価指数（ＣＰＩ）

上昇率は前年比2.8％と市場予想を下回りました。また、ＢＯＥは、７対２で政策金利を3.75％に据え置きま

した（２名が0.25％の利上げを主張）。市場は現在、12月までの追加利上げが１回未満となることを織り込ん

でおり、従来織り込まれていた２回の利上げから下方修正されました。スターマー氏の辞任発表を受けて英国

国債は上昇し、イギリスポンドも小幅に上昇しました。財政の信頼性やバーナム氏が既存の財政支出ルールを

維持する姿勢は、今後も投資家にとって重要な注目点になるとみられます。 

ノルウェーの中央銀行は、大方の予想通り2026年６月に政策金利を4.25％に据え置きましたが、明らかにタ

カ派的な姿勢を示しました。政策当局者は、インフレ圧力が予想よりやや強い状態が続いているとして、追加

引き締めが必要となる可能性が高いことを示唆しました。同中央銀行は政策金利の見通しを上方修正し、今後

の会合のいずれかで追加利上げを実施する可能性を示唆しました。 

最近のインフレ指標は、同中央銀行のこの姿勢を裏付けるものとなりました。５月のコアＣＰＩの上昇率は

前年同月比3.4％に加速し、市場予想および同中央銀行の予想をともに上回り、総合ＣＰＩの上昇率は同3.1％

と高水準を維持しました。同中央銀行はまた、企業コストの上昇が基調的なインフレ圧力継続の要因になる可

能性が高いと指摘しました。６月の会合を受けて、市場では今回のサイクルで最後となる0.25％の追加利上げ

が実施されるとの見方が強まり、多くのエコノミストが次回の利上げ時期の予想を８月に前倒ししました。現

在のコンセンサス予想では、政策金利は4.50％でピークに達した後、インフレ率が徐々に目標水準に戻るにつ

れて、長期間にわたり据え置かれる見通しとなっています。 

オーストラリア準備銀行（ＲＢＡ）は、３会合連続で利上げを実施した後、2026年６月に政策金利を4.35％
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に据え置き、利上げを休止しました。政策当局者は、これまでの引き締めが需要や金融環境に望ましい効果を

もたらしていると判断したものの、慎重な姿勢を維持し、インフレが予想以上に持続的なものとなることが判

明した場合には、追加引き締めがなお必要となる可能性があると改めて強調しました。 

インフレ指標は依然として高めの水準にあります。原油価格の下落が短期的には一定の圧力緩和をもたら

すと見込まれるものの、インフレ率は引き続き長期間にわたって目標を上回ることが見込まれます。 

内需の鈍化と持続的なインフレが相まって、金融政策の据え置きが長期化する可能性が高まっています。市

場では、現在の政策金利がサイクルのピークであるとの見方が強まっており、エコノミストらのあいだでは

2027年を通じて政策金利が据え置かれると予想されています。こうした見方を反映して、投資家は引き締めサ

イクルが概ね終了し、今後の政策動向は利上げよりも利下げになる可能性が高いとみており、長期部分のオー

ストラリア国債が選好されています。 

ニュージーランドでは、2026年６月に地政学的緊張の緩和に伴なう原油価格の下落を受けて、短期的なイン

フレ圧力への懸念が後退したことから、ニュージーランド準備銀行（ＲＢＮＺ）の政策見通しは大きく変化し

ました。経済指標は底堅さを維持し、第１四半期のＧＤＰ成長率は前期比0.8％増となったほか、燃料費の下

落や世界的な景況感の改善を受けて、企業景況感も大きく持ち直しました。こうした環境下、７月会合では、

ＲＢＮＺが政策金利（ＯＣＲ）を2.50％へ引き上げました。ＲＢＮＺは追加利上げの可能性を残しつつ、今後

の判断はデータ次第としています。 

原則として、金利水準や各国のファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）を考慮して投資を行なう方針です。

債券市況、為替市況、各国のファンダメンタルズなどの変化にあわせ、投資比率並びに投資対象国（通貨ベー

ス）およびポートフォリオのデュレーションの変更を柔軟に検討する方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2026年１月14日～2026年７月10日) 

項 目 
第155期～第160期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 28  0.402  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (10)  (0.145)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (17)  (0.241)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 4   0.055   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.006)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 3)  (0.047)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 合 計 32   0.457    

作成期間の平均基準価額は、7,063円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.06％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2026年１月14日～2026年７月10日) 

 

 

銘 柄 
第155期～第160期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け） 10,051 8,911 35,342 31,347  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
第155期～第160期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド － － 40,356 44,265 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2026年１月14日～2026年７月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）毎月分配型＜愛称 ｢７３(しちさん)｣＞ 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2026年１月14日～2026年７月10日) 

区       分 

第155期～第160期 

買      付 売      付 

買付額 
Ａ 

うち自己取引 
状況Ｂ 

Ｂ

Ａ

売付額 
Ｃ 

うち自己取引 
状況Ｄ 

Ｄ

Ｃ

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 

投資信託証券 8 8 100.0 31 31 100.0 
 
（注） 委託会社に支払われた売買委託手数料は0円です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2026年１月14日～2026年７月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2026年７月10日現在) 

 

銘 柄 
第154期末 第160期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

高金利先進国ソブリン債券ファンド（適格機関投資家向け） 311,246 285,955 254,300 29.6 

合 計 311,246 285,955 254,300 29.6 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第154期末 第160期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド 584,886 544,529 594,462 
 
（注） 親投資信託の2026年７月10日現在の受益権総口数は、24,461,578千口です。 

 

  

親投資信託残高 
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高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）毎月分配型＜愛称 ｢７３(しちさん)｣＞ 

○投資信託財産の構成 (2026年７月10日現在) 

項 目 
第160期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 254,300 29.5 

ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド 594,462 69.0 

コール・ローン等、その他 12,529 1.5 

投資信託財産総額 861,291 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ソブリン（円ヘッジ）マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（24,996,476千円）の投資信託財産総額（26,843,880

千円）に対する比率は93.1％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=162.14円、1カ

ナダドル=114.47円、1ユーロ=185.47円、1スウェーデンクローナ=16.79円、1ニュージーランドドル=93.57円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第155期末 第156期末 第157期末 第158期末 第159期末 第160期末 

2026年２月10日現在 2026年３月10日現在 2026年４月10日現在 2026年５月11日現在 2026年６月10日現在 2026年７月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 913,742,559   885,830,795   879,330,891   871,050,691   866,169,574   861,291,131   

 コール・ローン等 9,523,690   8,460,674   10,751,973   10,669,636   10,858,147   11,526,778   

 投資信託受益証券(評価額) 274,956,417   262,461,102   262,234,271   253,923,326   253,046,242   254,300,520   

 ソブリン（円ヘッジ）マザーファンド(評価額) 628,185,808   610,782,016   603,770,275   601,392,903   599,322,290   594,462,676   

 未収入金 －   3,092,823   1,542,201   4,064,012   1,945,758   －   

 未収配当金 1,076,451   1,034,009   1,031,954   1,000,598   996,917   1,000,845   

 未収利息 193   171   217   216   220   312   

(B) 負債 2,574,074   2,584,136   3,694,534   6,181,693   4,714,491   2,991,394   

 未払収益分配金 1,921,950   1,878,653   1,871,923   1,851,119   1,842,722   1,835,821   

 未払解約金 107   113   1,001,154   3,441,378   1,938,900   153,930   

 未払信託報酬 581,546   569,032   613,771   610,757   586,596   587,321   

 その他未払費用 70,471   136,338   207,686   278,439   346,273   414,322   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 911,168,485   883,246,659   875,636,357   864,868,998   861,455,083   858,299,737   

 元本 1,281,300,451   1,252,435,481   1,247,949,226   1,234,079,519   1,228,481,678   1,223,880,912   

 次期繰越損益金 △  370,131,966   △  369,188,822   △  372,312,869   △  369,210,521   △  367,026,595   △  365,581,175   

(D) 受益権総口数 1,281,300,451口 1,252,435,481口 1,247,949,226口 1,234,079,519口 1,228,481,678口 1,223,880,912口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,111円 7,052円 7,017円 7,008円 7,012円 7,013円 
 

（注） 当ファンドの第155期首元本額は1,310,197,975円、第155～160期中追加設定元本額は8,575,629円、第155～160期中一部解約元本額は

94,892,692円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第155期0.7111円、第156期0.7052円、第157期0.7017円、第158期0.7008円、第159期0.7012円、第160期0.7013

円です。 

（注） 2026年７月10日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は365,581,175円です。 
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高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）毎月分配型＜愛称 ｢７３(しちさん)｣＞ 

○損益の状況 

項 目 
第155期 第156期 第157期 第158期 第159期 第160期 

2026年１月14日～ 
2026年２月10日 

2026年２月11日～ 
2026年３月10日 

2026年３月11日～ 
2026年４月10日 

2026年４月11日～ 
2026年５月11日 

2026年５月12日～ 
2026年６月10日 

2026年６月11日～ 
2026年７月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 1,082,538   1,039,681   1,037,592   1,006,775   1,002,649   1,007,632   

 受取配当金 1,076,452   1,034,009   1,031,954   1,000,598   996,918   1,000,846   

 受取利息 6,086   5,672   5,638   6,177   5,731   6,786   

(B) 有価証券売買損益 1,587,934   △  5,918,531   △  2,921,826   488,294   2,006,500   1,555,359   

 売買益 3,703,618   80,097   348,395   881,488   2,028,075   1,576,015   

 売買損 △  2,115,684   △  5,998,628   △  3,270,221   △    393,194   △     21,575   △     20,656   

(C) 信託報酬等 △    652,017   △    637,989   △    688,145   △    684,772   △    657,679   △    658,488   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,018,455   △  5,516,839   △  2,572,379   810,297   2,351,470   1,904,503   

(E) 前期繰越損益金 △260,745,743   △254,529,724   △260,740,181   △261,695,457   △261,300,425   △259,561,904   

(F) 追加信託差損益金 △109,482,728   △107,263,606   △107,128,386   △106,474,242   △106,234,918   △106,087,953   

 (配当等相当額) (   76,939,055)  (   75,215,086)  (   74,954,643)  (   74,140,832)  (   73,814,077)  (   73,546,911)  

 (売買損益相当額) (△186,421,783)  (△182,478,692)  (△182,083,029)  (△180,615,074)  (△180,048,995)  (△179,634,864)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △368,210,016   △367,310,169   △370,440,946   △367,359,402   △365,183,873   △363,745,354   

(H) 収益分配金 △  1,921,950   △  1,878,653   △  1,871,923   △  1,851,119   △  1,842,722   △  1,835,821   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △370,131,966   △369,188,822   △372,312,869   △369,210,521   △367,026,595   △365,581,175   

 追加信託差損益金 △109,482,728   △107,263,606   △107,128,386   △106,474,242   △106,234,918   △106,087,953   

 (配当等相当額) (   76,939,453)  (   75,215,561)  (   74,955,258)  (   74,141,945)  (   73,814,513)  (   73,547,416)  

 (売買損益相当額) (△186,422,181)  (△182,479,167)  (△182,083,644)  (△180,616,187)  (△180,049,431)  (△179,635,369)  

 分配準備積立金 9,323,462   9,041,037   9,113,640   9,098,051   9,117,981   8,979,783   

 繰越損益金 △269,972,700   △270,966,253   △274,298,123   △271,834,330   △269,909,658   △268,473,005   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2026年１月14日～2026年７月10日）は以下の通りです。 

項 目 
2026年１月14日～ 
2026年２月10日 

2026年２月11日～ 
2026年３月10日 

2026年３月11日～ 
2026年４月10日 

2026年４月11日～ 
2026年５月11日 

2026年５月12日～ 
2026年６月10日 

2026年６月11日～ 
2026年７月10日 

a. 配当等収益(経費控除後) 1,955,579円 1,815,121円 1,985,428円 1,955,434円 1,912,372円 1,740,616円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 76,939,453円 75,215,561円 74,955,258円 74,141,945円 73,814,513円 73,547,416円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 9,289,833円 9,104,569円 9,000,135円 8,993,736円 9,048,331円 9,074,988円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 88,184,865円 86,135,251円 85,940,821円 85,091,115円 84,775,216円 84,363,020円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 688円 687円 688円 689円 690円 689円 

g. 分配金 1,921,950円 1,878,653円 1,871,923円 1,851,119円 1,842,722円 1,835,821円 

h. 分配金(１万口当たり) 15円 15円 15円 15円 15円 15円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）毎月分配型＜愛称 ｢７３(しちさん)｣＞ 

○分配金のお知らせ  

 第155期 第156期 第157期 第158期 第159期 第160期 

１万口当たり分配金（税込み） 15円 15円 15円 15円 15円 15円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2026年１月14日から2026年７月10日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

● 当ファンドについて、「一般社団法人投資信託協会」の合併に伴ない、その記載を「一般社団法人資産運

用業協会」に変更すべく、2026年４月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（付表、

第８条） 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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